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The effect of “life study with children” to the students of early childhood education
髙 内 正 子 ＊
Abstract
The author has given a seminar class for third grade students of the Early Childhood Education
Course in the Faculty of Education at Kwansei Gakuin University. The content of the seminar class
consists of “Life Education in the nursery”. To examine of the effect of the class, the author made a
questionnaire concerning their change in attitude to “Death and Life” before and after taking the class.
The questionnaire includes 13 questions, for example, asking the students about their feeling on the
occasion of the death of their family member, (cf. Table 3.4)
The result of the present research showed a remarkable change of attitude to the necessity of
death education in early childhood education namely, 95% of the students answered positively, and 95.
5% of the students frankly expressed their deeper feeling of gratitude to their parents, but a few
students whose relations with their parents have remained troubled since their childhood did not
change their mind.
As a conclusion the present study gives an affirmative base for “Death and Life Education” in early
childhood.
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はじめに
近年、子どもへのいじめや体罰によって、自ら
「いのち」を絶ってしまう子どもや若者が増加して
おり、つい先日も高校一年生の女子が友人を「人を
殺してみたかった」という理由で殺害した事件も起
こった。特に以前にも小学生女子児童が友人をナイ
フで刺し殺し、生き返ったら謝りたいと言ったとい
う事件があったので、「いのち」の教育に力を入れ
ていた長崎県の佐世保市での事件であり、同市の教
育関係者は衝撃を受けていることが、報道されて
いた。
筆者は、保育の現場で子ども達がどのように「い
のち」と関わるのかを知りたいと考え、2003年度
月より一年間に渡り、保育の現場の歳児クラスに
おいて、参加保育を経験した。その様子は、2005年
度の乳幼児教育学研究に詳細にまとめた。その際、
保育者が子ども達の気持ちや考えを代弁し、わかり
やすく言葉にして表現すると、彼らの「いのち」に
対する理解はより深められることが判った。彼らの
様子をベースにどのように「いのち」の教育を進め
るべきかについて、保育者としての役割や教育方法
について学生と共に授業で考察することを目的に、
授業「保育内容健康」の15回の授業の中に「子ども
といのちの教育」と言うテーマで授業を進め、ディ
スカッションをし、授業の前後にアンケート調査を
実施した。本稿ではその結果とデータを通して、学
生達の「いのち」の教育に対する考え方の変化につ
いて考察を加える。
．研究方法
（）目的
学生の「子どもといのちの教育」に関する認識を
深めるために、授業「保育内容健康」の第11回目に
「子どもといのちの教育」と言うテーマで授業を進
め、その前後でアンケート調査を実施した。その調
査結果とデータ分析から、学生達の「子どもといの
ちの教育」に関する認識及び考え方について、分析
を試みることを目的とした。
【T：】Edianserver ／【関西学院】／教育学論究／第 6号／
／髙内正子
ⅰ〜ⅱ  校
79
＊ Masako TAKAUCHI 教育学部教授

（）方法
授業「保育内容健康」の第11回目に「子どもとい
のちの教育」と言うテーマで授業を進め、その前後
で学生対象にアンケート調査を実施した。まず、本
授業の形態について説明をしておきたい。本授業は
演習科目と位置づけられており、ここで演習科目に
ついて説明しておきたい。日本私立短期大学協会平
成23年度『短期大学教務必携』（第16次改訂版）に
よれば、第二部 教務関係用語の解説の中に、講義
とは短期大学設置基準に規定されている授業方法の
形態の	つ。一般的に講義とは、教員が学生に対し
一方的に説明することにより知識を授ける授業形態
である。講義科目	単位の学校における授業時間
は、演習科目と同様、15時間から30時間までの範囲
で、各短期大学が定める時間とされているⅰ。最近
では、講義科目でも演習に近い方法を用いたり、又
は講義と演習、講義と実習を組み合わせている短期
大学も相当あるようである。
演習科目とは短期大学設置基準に規定されている
授業方法の形態の	つ。授業方法の明確な基準はな
いが、一般的に演習とは、教員の講義と共に、学生
も討議・研究発表等を行いつつ指導を受ける授業形
態である。演習科目	単位の学校における授業時間
は、講義科目と同様15時間から30時間までの範囲
で、各短期大学が定める時間とされているⅱ。
本授業は演習科目であることを踏まえ、授業以外
に学生自身が学ぶ時間を設けると言う文部科学省の
ねらいにのっとり、学生達をグループに分け、其々
「子どもの健康」に関するテーマを与え、資料を調
べさせ、レジュメを作成することにグループ全員で
参加させ、発表させる。発表の後、クラス全体で質
疑応答を行い、ディスカッションをさせ、レポート
を提出させるといった形式で授業を実践している。
授業前後のアンケート調査の結果とデータを分析
し、学生達の「子どもといのちの教育」に関する認
識及び考え方がどのように変化したかを明らかに
する。
（）結果と考察
アンケート調査実施日と調査対象について
受講前のアンケート調査は2014年月
日、
日、日であった。受講後は、2014年
月日、19
日、21日であった。
アンケート調査対象：Ｋ学院大学教育学部幼児・
初等教育コース年生177名中受講前は、20名欠席
し157名（回収率は88.7％）の協力を得た。受講後
は37名欠席のため、140名（回収率は79.1％）の協
力を得た。
出身高校は公立が全体の49.7％（89）で、私立が
38.0％（68）であった。性別では、女子は全体の
89.8％（141）で、男子は10.2％（16）であった。
アンケート調査の質問別項目について
．これまでに死にたいと悩んだことの経験の有無とそ
の時期・理由について
大いにあったもしくは少しあったと回答した学生
は回答者全体の22.3％（35）であり、その時期につ
いては、中学校の時期がそれらのうちの35.7％（15）
で思春期以降に最多となっていた。
また、死にたいと悩んだ理由についても、「自分
自身に対する嫌悪感や無力感」が最多で、全ての理
由の中の26.2％（11）となっていた。それ以外の理
由としては、勉学の問題16.7％（
）、友人関係
14.3％（）、いじめ9.5％（）、家族の問題9.5％
（）、恋愛問題2.4％（	）、その他の問題として、
「疲れた」や「挫折」、「葛藤」、「季節の変わり目」「両
親の死」など合わせて21.4％（）であった。そこ
で、筆者は「生まれて良かったか」と「死にたい程
の悩みの有無」の回答群の間のχ2検定を行った。
（表	）その結果、両者には	％水準で有意な差が
あった。つまり、生まれて良かったと思う人には、
死にたい程の悩みはないと言える。
．両親に対する感謝の気持ちの有無と理由について
受講前の両親に対する感謝の気持ちの有無につい
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4.5％（
） 9.0％（14） 0.001＊＊
大変良い 16.1％（25） 57.4％（89） n＝155 25.561
区分 死の悩み有 死の悩み無 全体 χ2値
表 生まれて良かった人と死にたい程の悩みの有無の比較
0.65％（	） 
あまり良くない 1.3.％（） 
まあ良い
項目
生まれて良かったか
全く良くない
ては、大いにもしくは少し感謝していると言う回答
を合わせて全体の95.5％（150）と高率であった。
受講後は、「前から感謝していたが、その気持ちが
より深くなった」や「『いのち』はつながって行く
ものだと思った」などの意見が見られた。
その理由については、「大学まで行かせてくれて、
何不自由なく育ててくれたから」や「いつも必ず味
方でいてくれるから」、「辛い時には必ず支えてくれ
るから」などの意見が挙げられていた。また、「教
育学部で学び、育児が如何に大変かが分かり、感謝
している」や「常に応援し、励ましてくれるから経
済的にも支えられているから」などの意見から、両
親を尊敬し、親子の関係が良いと判断できる学生が
全体の75.5％（106）見られた。しかしながら、残
念なことに両親の仲が良くないとか、両親が子ども
を嫌っているとか、特に父親とは仲が良くないと
言った親子関係に問題があると推測される意見も
例記述されていた。
．母の日や父の日に感謝の気持ちの表明の有無と内容
について
受講前に母の日や父の日に感謝の気持ちを表明す
ることの有無について、大いにもしくは少し感謝の
気持ちを表明すると言う回答は全体の95.5％（150）
であった。両親に対する感謝の気持ちを持つ理由の
自由記述より、多く見られたものは、教育学部で学
び育児は如何に大変かが分かり、感謝しているなど
両親を尊敬し、両親との仲がまあ良いと判断できる
者は、全体の77.7％（122）見られた。
感謝の気持ちの表明の仕方についての自由記述か
らは、母の日や父の日を特別視しないで、普段から
感謝の気持ちをもって接していると言う回答もあ
り、特に男子学生では、感謝の気持ちを表現するの
が難しいとか恥ずかしいなどの回答が見られ、無記
述の者も見られた。プレゼントやカードを書く等、
普段は恥ずかしくてできないことを母の日や父の日
があるとできると言った恥ずかしさや照れくささな
どが見られる意見もあった。
しかしながら、残念なことに両親の仲が良くな
い、両親が子どもを嫌っている、特に父親とは仲が
良くないと言った親子関係が良くないと推測される
意見も例記述されていた。
．生まれて来て良かったと思うかについて
受講前に「あなたは生まれて来て良かったと思い
ますか」の問いに大いに良かったまたは少し良かっ
たとの回答者は全体の96.8％（151）で、うち69.3％
（124）は大いに良かったと回答していた。また、そ
の理由についての自由記述により、学生達の生活の
充実感について判断したところ、全体の75.7％
（106）が友人家族との関係が良く、充実して生活で
きていると推測できた。
学生達の意見には、「楽しいことも辛いこともあ
り、それらも含めて多くの人との出会いや経験は、
自分にしかできない大切なものである。」と言った
ものが見られ、自分自身を肯定的に受け止め、今の
生活が充実しているものと判断された。
ここで、筆者は生まれて来て良かったと思えない
名（内	名は無記述）つまり名の学生の生まれ
て来て良かったと思えない理由について、詳細に見
てみた。無記述の人以外には、「自分があまり好き
ではないから。」とか「分かりません。」や、「死に
たいとは思えなくなったが、自分自身が常日頃誰か
に迷惑をかけていて、自分が生きている意味がない
と思うから」、「親や家族にはいつも感謝しています
が、自分が何のために今を生きているのか探し中
で、何で生まれてきたのかや、何をすべきかを模索
中で、まだ良かったとまでは思えないため。」など
の意見が見られた。さらにこれらの名の中で、死
にたいと悩んだ経験の有無や、両親に対する感謝の
気持ちの有りようについて、自由記述を確認してみ
た。名中、死にたいと悩んだことのある学生は
名で、両者とも中学生の頃にいじめにあったことを
挙げていて、うち	名はその上家庭が目茶苦茶に
なったことで、生きることがしんどくなったことを
挙げていた。
次にこの生まれて来て良かったと思えない名の
両親への感謝の気持ちについて、検討してみたとこ
ろ、「今まで支援してくれていることには本当に感
謝しているが、どちらかの親に優しくすると、また
家庭で問題が起きるから感謝の気持ちを表現しな
い。」との意見が見られた。
筆者はこれらの学生達に対して、誤差の範囲とし
て見過ごすのではなく、ポジティブに今後の人生を
歩むことができるように、サポートすることが必要
なのではないかと考えている。
幼児教育課程の学生に対する「子どもといのちの教育」の効果
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．「いのち」の教育の受講後に考え方が変化した学生に
ついて
「いのち」の教育の受講後の考え方の変化につい
ては、大いに変化した、もしくは少し変化したと回
答した学生は、全体の91.4％（128）であり、どの
ように変化したのかについて自由記述してもらった
ところ、全員の記述を紹介するわけには行かない
が、代表的なものを挙げて行くと、「受講前には幼
児期には『いのち』の教育は早すぎると考えていた
が、受講後には幼児期の感受性の豊かな時期にこそ
必要だと感じた。」や「今まで『いのち』の教育に
賛成しながらも生々しいものを見せてしまうのは、
子どもに悪影響ではないかとも思っていた。しか
し、実際に経験してみないと本人の心に残らないと
思うので必要だと思いました。」、「『いのち』につい
て漠然としていたものが少しはっきりとし、きちん
と教育することが大切なのだと思った。」、「元から
『いのち』は大切なものと言う意識はしっかりとあ
りました。しかし、授業を通して、『いのち』は、
様々な角度からいろいろなことに関連して考えてい
くことができるのだと思った。」、「『いのち』の教育
を行う意味、価値の大きさを感じた。」、「自分たち
で調べた『いのち』の教育の仕方がためになった。」、
「もっと『いのち』についてちゃんと学び、ちゃん
と伝えられるようにしたい。」、「いろいろなアプ
ローチで『いのち』の教育ができることが分かっ
た。」、「『いのち』の教育を小さい子どもたちにも伝
えたいと思った。」、「もっと『いのち』を意識しよ
うと思いました。」、「『いのち』の教育を実際に具体
的にどう行うか難しいと感じた。」、「死を受け止め
ること、『いのち』はかけがえの無いものであると
伝えたい。」、「子どもの頃から、もっと『いのち』
の教育をして行く必要性を感じた。」、「フナの腐敗
していくところを観察させると言う教育方法を知ら
なかったので、驚いた。」、「鶏を殺して食べること
で、『いのち』の教育をすることが可能だと言う事
例を聞いて、生き物を殺して食べていると言うこと
を工夫して教えることで、幼児期に『いのち』を意
識させることも可能なのだと思いました。」、「まず、
もう一度自分自身が『いのち』について考えなけれ
ばならないと思いました。」、「子どもにどのように
して教えるべきかについて以前よりも考えまし
た。」、「『いのち』についてしっかりと考えて行かな
いといけないと思った。」、「『いのち』の教育は大切
であると改めて感じた。」、「もっと知るべきことが
たくさんあるように思いました。」、「死を学ぶこと
が、『いのち』を学ぶことであると言うことを学ん
だ。」、「『いのち』や『死』について再び考えるきっ
かけとなった。」、「難しい教育だと改めて認識しま
した。」、「『いのち』の教育を幼児に理解できるのか
と思っていたが、充分できると思った。」、「様々な
視点から『いのち』について考えさせられた。」、
「『いのち』の教育って漠然としたもので、どこか死
を遠ざけたくなってしまうけれど、それではいけな
いと思いました。」、「子どもにとっての『いのち』
という概念がなく、伝えることは難しいと思った。
伝えるためには大人が『いのち』について、しっか
りと考え、感じることが大切であると考えた。」、
「『いのち』は亡くなる。自分も大切なひと時を過ご
しているのだと思った。」、「『いのち』の大切さを小
さい頃から大切にするべきだと思った。」、「『いの
ち』をダイレクトに教えることは、良いことでもあ
るが、リスクもあることを知った。」、「生も死も向
き合って、認めていく必要があることを感じた。」、
「子どもたちにしっかりと伝えたいと思った。」、
「『いのち』の教育について深く考えるようになっ
た。」、「優しかった祖父は、多分見守ってくれてい
ると感じる。誰にでも死は訪れるから思い出を大切
にしたいと思った。」、「難しく考えるのではなく、
誰にでも『いのち』の終わりがあることを伝えると
良いと思った。」、「『いのち』を大切にしないといけ
ない。」、「乳幼児期から『いのち』の教育を行うこ
との大切さを実感した。」、「より『いのち』につい
て生と死について考えるようになった。」、「やっぱ
り、『いのち』は、尊いものであるし、子どもに『い
のち』の教育をすることは必要だと思った。」、「幼
児期からの『いのち』の教育の大切さを学ぶことが
できた。」、「小さい頃から『いのち』に向き合うこ
との必要性がわかりました。」、「小学校からではな
く、幼児の頃から教育した方が良いと思った。」、「今
までも『いのち』についてしっかり向き合い考えて
きたつもりでしたが、ひとつひとつの行動が『いの
ち』に関わると思って日々すごして行きたい。」等
の意見が見られた。
．受講後の質問における身近な人やペットの死の経験
の有無について
身近な人やペットなどの死の経験について複数回
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
答で質問したところ、祖父母が合わせて71.4％
（95）、親戚が22.56％（30）で、教師や友人等、そ
の他の身近な人も含め、人の死を経験した人は、受
講後に回答した学生全体（140）の95.0％（133）で
あった。また、ペットなど動物の死を経験した人
は、42.86％（60）であった。ペットなど動物のう
ち、最多は犬で、その46.67％（28）で、ハムスター
が21.67.％（13）、クワガタなどのその他のペット
は回答者全員の9.29％（13）となっていた。（図	）
次にその身近な人の死の経験の時期については、
祖父の死が最も多かった時期は、高校で、身近な死
の経験者全体の21.1％（28）で、中学校が15.0％
（20）続いて小学校高学年と大学が同数で12.0％
（16）、小学校低学年が9.0％（12）、最近が8.2
％
（11）、小学校以前が7.5％（10）となっていた。
続いて、祖母は最多の時期が小学校低学年で身近
な死の経験者全体の9.0％（12）で、中学校が7.5％
（10）となっており、高校が6.77％（）で、大学
が6.0％（）で、小学校高学年が4.5％（）、小
学校以前が3.76％（）で、最近が2.26％（）と
なっていた。
次に親戚の人の死を経験した時期については、最
多が中学校で8.27％（11）で、続いて小学校低学年
が7.5％（10）で、小学校高学年と高校が同数で
6.77％（）で、大学が3.76％（）で、最近が
2.26％（）で、小学校以前が1.5％（）となっ
ていた。続いて教師や知人・友人の死を経験した時
期については、最多が高校で3.76％（）で、小学
校低学年、小学校高学年、中学校が同数でそれぞれ
2.26％（）であり、小学校以前は1.5％（）と
なっていた。
なお、数値については、祖父母は、母方と父方の
両者であり、親戚は様々に多岐に渡るため、回答者
数とは一致しない。
．受講後の質問における、今までに他で「いのち」の
教育を受講した経験の有無と、経験有りの場合その
時期について
今回の「いのち」の教育以外に、これまでに同じ
ような「いのち」の教育を受講した経験の有無につ
いて、大いにまたは少し経験有りと回答した学生
は、本質問の有効回答者（137）の76.6％（105）で、
そのうち56％（61）が小学校高学年に、また33.9％
（37）が小学校低学年に、32.1％（35）が中学校で、
19.3％（21）が高校で受講していた。
さらに誰から「いのち」の教育を受けたかについ
ては、有効回答者（108）の91.7％（99）が教師か
らと回答し、16.7％（18）が両親からと回答してい
た。
「いのち」の教育をどのような形で受けたかにつ
いては、授業中が有効回答者の89.1％（90）で、家
族団らんの時が11.9％（12）であり、何らかの話し
合いの時が9.9％（10）となっていた。（図）
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図 身近な死の経験について
図 学生のこれまでの「いのち」の教育の受講経験

	．受講後の質問における「子ども達の生きる力の基」
についての回答
受講後に「あなたは子ども達の生きる力の基とな
るのは何だと思いますか。」との質問を入れ、Ａ．
家族の愛情、Ｂ．教員との信頼関係、Ｃ．学びが楽
しいと感じる、Ｄ．その子ども自身の性格や心の健
康、Ｅ．その子どもの人間関係、Ｆ．その他（具体
的に教えて下さい。）の項目中から複数回答して
もらい、学生達の考える「子ども達の生きる力の基」
について調査した。その結果、最多の回答があった
ものは、「家族の愛情」で有効回答者（137）の96.4％
（132）が挙げていた。次に多かったものは、「その
子どもの人間関係」が69.3％（95）となっていた。
続いて、「その子ども自身の性格や心の健康」が
56.9％（78）となっており、「学びが楽しいと感じ
る」が29.2％（40）で、「教員との信頼関係」が
27.0％（37）で、その他が8.8％（12）となっていた。
その他の詳しい内容は、「遊び。」、「毎日が充実して
いて楽しい。」や「楽しさを見出す力。」、「自然物と
の関わり。」、「好奇心。」、「チャレンジ精神。」、「何
かに興味を持ち、取り組み、最後まで責任を持って
やり遂げること。」、「人それぞれだと思います。」、
「経験、将来への希望。」、「安心・安定した状況での
びのびと生きられること。」、「学校が楽しいと感じ
ること。」、「自分への自信。」などが記述されていた。
（図）

．受講後における乳幼児期からの「いのち」の教育の
必要性についての回答
受講後の乳幼児期からの「いのち」の教育の必要
性については、大いに必要がとの回答は102で、も
しくは少し必要であると思うとの回答は32で、両者
合わせると有効回答者（140）の95.7％（134）で、
「いのち」の教育の必要性と授業後の変化の有無の
クロスし、χ2検定の結果	パーセント水準で有意
差が見られた。（表）つまり、受講後に考え方の
変化のあった人は、「いのち」の教育は必要と考え
ていた。
その理由を自由記述から挙げていくと、次のよう
になる。せっかく学生達が自由に記述してくれたの
で、できるだけ彼らの意見を示しておきたい。すな
わち「なるべく早くに『いのち』の大切さを知った
方が良いし、育てることで知ることができると思う
から。」、「子ども達が『いのち』の重みを軽視して
いる傾向がとても目立つから。」、「子どもの時期は
人間を創る基礎だから。」、「『いのち』の教育は、幼
い頃から培っていくものだと思うから。」、「早い時
期からきちんと『いのち』の教育をしないと取り返
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図 子ども達の生きる力の基について
26 69 6 1 102 15.419
区
分
受講後の変化
大いに有
受講後の変化
少し有
受講後の変化
どちらでも無
受講後の変化
あまり無
全体 χ2値
表 「いのち」の教育の必要性と受講後の変化の有無の比較
6 0 6
0 26 5 0 31
項目
教育の必要性は大いに有
教育の必要性は少し有
教育の必要性はどちらでも無
教育の必要性はあまりない
0.01＊＊
0 1 0 0 1
0 0

しのつかないことが簡単に起こり得るから。」、「幼
児期の感受性の豊かな時期にこそ学ぶことで、その
子のその後の『いのち』に対する考え方に大きく影
響を与えると思うから。」、「最近、物や情報など便
利になりすぎていて、生きること『いのち』がある
ことさえも当たり前とされ、またバーチャルゲーム
などの影響か、死んでも生き返ると勘違いしている
子どももいると思われるから。」、「乳幼児期でも充
分『いのち』を理解し、その大切さを根本から教え、
感じてもらうことができると思うから。」、「感謝す
る姿勢を育てるのに必要だと思うから。」、「小さい
頃に学んだことは考え方の基礎となるため、早めに
『いのち』の大切さを伝えるべき。」、「自ら『いのち』
を絶つ人が少なくなると思うから。」、「『いのち』が
あることを知ってもらうため。」、「乳幼児期での学
びは、その子どもの将来の人格形成の基となるか
ら。」、「ゲームなどでキャラクターがすぐに死んだ
り、復活したりして『いのち』の大切さが分かって
いないと思うから。」、「早いうちから『いのち』に
関する教育をすることで、子ども達の『いのち』に
対する見方や考え方が変わって来ると思うため。」、
「自分への愛と他者への愛を感じ取ることができる
ようになるため。」、「小さい頃から『いのち』の教
育をすることで、友達を大切にするなどいろいろな
ことにつながると思うから。」、「『いのち』を大切に
できない子どもが自分も含めて増えていると思うか
ら。」、「『いのち』の大切さを教えないと、殺人をし
たり、虐待をしたりと事件が多くなりそうだか
ら。」、「『いのち』の大切さをまだ分かっていない子
ども達も多いから。」、「幼い頃から『いのち』の大
切さを分かった方が良いから。」、「小さい頃から『い
のち』について学ばせることが、子ども達が大人に
なった時に『いのち』の大切さを真剣に考えること
につながると思うから。『いのち』に向き合う体験
が必要であると思った。」、「飼育をして死を経験す
ることを通して、『いのち』の大切さを理解し、自
分を大切にして欲しいから。」、「いろいろと物事を
考えて発達して行く時期だからこそ、『いのち』に
ついて学び、幼い頃からの死の被害がなくなると共
に、大人になった時にいっそう深い『いのち』に対
する理解を持てるようになると思うから。」、「『いの
ち』の大切さが分からなければ、人に優しくしたり
できなくなると思うから。」、「とても大切なことだ
から。」、「『いのち』の大切さに気付くため。」、「子
どもの頃から『いのち』の大切さに触れることは、
大切なことだと思う。」、「子どもに『いのち』の大
切さを知り、生きる力を持ってもらうため。」、「子
どもの頃からコツコツと『いのち』の大切さを教え
ていくことで、大きくなった時に本当に『いのち』
の大切さを実感できると思うから。」、「『いのち』を
大切にする心を育てる必要があるから。」、「頭で理
解すると言うより、かわいそうとか悲しい。そう
いった感情が死に対して生まれる感覚は身につけた
方が良いと思うから。」、「小さい頃から『いのち』
の大切さを学んでいれば、その考えが身に付くと思
うから。」、「乳幼児期から自分の存在が素晴らしい
と感じさせるため。」、「授かりものだから。」、「『い
のち』を粗末にして欲しくない。大切と思う心を
持って欲しいから。」、「小さい頃から自分は愛され
ていると感じることが生きることにつながり、他の
『いのち』も大切にすると言うことも理解していく
だろうと思うから。」、「『いのち』の大切さが分から
なければ、自分や他人の大切さが分からない。」、
「『いのち』を考えることが自分の存在を尊く思う
きっかけとなり、生きる力の一部となっていくと思
うから。」、「『いのち』とわざわざ題するようなこと
はしなくても良いと思うが、その意図を持って、飼
育活動をするのは良いと思う。」、「自分も生物であ
る以上、知っておくに越したことは無いと思う。」、
「『いのち』の大切さは幼くても大人でも同じだか
ら。」、「生物なら生と死は避けられないものなので、
教えない理由が無い。」、「幼少期から自分を大切に
すると言うことを死っておいて欲しいから。」、「必
ず学んでおかなければならないことだから。」、「子
どもの頃からの『いのち』に対する意識が大人で持
つ『いのち』の意識につながるから。」、「思いやり
のような人や他理解よりも前に、自己理解が大切だ
と思うから。」、「今回、授業で学んだことは、幼児
でも理解できるように指導すれば、幼児はきちんと
受け取ってくれると思った。」、「『いのち』について
考えることで、『いのち』の大切さが分かると思う
から。」などの意見が記述されていた。
これら学生達の意見から見ても、本授業は概ね学
生達に効果的に実践されたのではないかと考える。
10．まとめ及び今後の課題
演習科目としての授業「保育内容健康」において、
15回の授業の内11回目に「保育における『いのち』
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
の教育」とタイトルして、授業を進め、その授業の
前後に、学生を対象にアンケート調査を実施した。
その結果、受講生全体の91.4％（128）に考え方が
変化したとの回答が見られた。
受講後には、学生全体の95％（133）が、乳幼児
期からの「いのち」の教育は必要であると回答して
いた。
学生自身の受講前の両親に対する感謝の気持ち
は、全体の95.5％（150）が持っていた。受講後に
は全体の42.4％（59）に、さらにその気持ちが深
まったなどの変化が見られた。また、母の日や父の
日に感謝の気持ちを表すかについて、全体の75.7％
（106）が何らかの形で両親と関係を良く保ち、感謝
の気持ちを表していた。けれども、学生達の中に
は、自由記述から両親に対して感謝の気持ちを伝え
ることに、結構照れくささや恥ずかしさがあること
が判り、何故そのような感情が先行するのか日本人
らしさなのか、その点は定かにはアンケート調査か
らは明確には断言できない。
しかしながら、学生達の中には両親との間に何ら
かの問題を抱えていると見られるケースも、例ほ
ど見られた。これらの学生達の中には、両親との間
の問題について、それなりに心を痛めて、気を遣っ
ている様子が見られた。やはり、教育学部には他の
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表 受講前のアンケート調査
子どもの心と身体の健康のテーマのひとつの「いのち」の教育に関するアンケート調査のお願い
前
近年、子どものいじめや体罰によって、自らいのちを落としてしまう子どもや若者の自殺が増加しており、子どもたちの
心と身体の両面からケアする必要性が叫ばれて久しいです。
私は、以前に保育所や幼稚園の役割について実情を把握するために、保育を学ぶ学生の皆さんを対象にアンケート調査を
実施致しました。今回、ちょうど保育における「いのち」の教育を学んだ後に、同じく学生の皆さん対象にアンケート調査
を実施致したく、ご協力をよろしくお願い致します。
調査内容については、無記名でお答え頂きますので、皆さんの個人の名前が出ることはありません。
また、授業の前と後で、皆さんの考え方が何らかの形で変化したのか把握させて頂きたいと思いますので、率直にお答え
頂ければ幸いです。また、この調査票についてご質問がございましたら、下記までご連絡ください。
平成26年月 関西学院大学教授 髙内正子
連絡先 西宮市岡田山
−54
関西学院大学 西宮聖和キャンパス内
電話 0798-52-4385（髙内研究室直通）
メールアドレス：bai00509@kwansei.ac.jp
皆さんご自身についてお聞きします。
① 出身高校（どれかに○を） （ 公立 ・ 私立 ）
② 性 別（どちらかに○を） 男 ・ 女
③ 年 齢 満（ ）歳
以下の質問に、最も近いものに○をして下さい。質問により（ ）内のようにお考え下さい。
回答：（Ａ） いつもそう考えている 100％近く 多いにあった
（Ｂ） だいたいそう考えている 75％程度 少しあった
（Ｃ） どちらともいえない
（Ｄ） ほとんどそう考えない 25％程度 あまりなかった
（Ｅ） 全くそう考えない 0％近く 全くなかった
	．あなたは、これまでに死にたいと悩んだことはありますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
．質問	で、ＡまたはＢと回答された方はその理由と時期について、できるだけ詳しく教えて下さい。
時期：①小学校以前 ②小学校低学年 ③小学校高学年 ④中学校 ⑤高校 ⑥大学 ⑦現在 ［ ］
理由［ ］
．今回の授業後に「いのち」の教育についての考え方に変化はありましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 質問で、ＡまたはＢと解答された方は、どのように変化しましたか。できるだけ詳しく教えて下さい。
［ ］
．今、あるあなた自身の姿について、ご両親に対する感謝の気持はありますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
．その理由について、できるだけ詳しく教えて下さい。［ ］

．あなたは、母の日や父の日に感謝の気持を表わしていますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
．その内容と理由について、できるだけ詳しく教えて下さい［ ］
．あなたは生まれて来て良かったと思いますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
10．その理由について、できるだけ詳しく教えて下さい。どのような時にそう思い、どのようなことでそう思いますか
［ ］
11．あなたは乳・幼児期から子どもたちに「いのち」の教育が必要だと思いますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
12.その理由はどのようなことですか。できるだけ詳しく教えて下さい。［ ］
ご協力頂き、大変有り難うございました。

充実した学生生活を過ごしている学生達ばかりでな
く、このように問題を抱えている学生達の数は少な
いとは言え、確かに存在するわけで見過ごすのでは
なく、何らかの形でサポートして行く必要があるの
ではないかと筆者は考えるのである。
次にアンケート調査の内容につき授業前を表
と、授業後を表に示しておく。
引用文献
ⅰ 平成23年度版 日本短期大学教務必携（第16次改訂
版） 日本短期大学協会
ⅱ 文部科学省 短期大学設置基準 第
条第項、第
11条
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S50/s50F0350100000
21.html
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表 受講後のアンケート調査
子どもの心と身体の健康のテーマのひとつの「いのち」の教育に関するアンケート調査のお願い
後
近年、子どものいじめや体罰によって、自らいのちを落としてしまう子どもや若者の自殺が増加しており、子どもたちの
心と身体の両面からケアする必要性が叫ばれて久しいです。
私は、以前に保育所や幼稚園の役割について実情を把握するために、保育を学ぶ学生の皆さんを対象にアンケート調査を
実施致しました。今回、ちょうど保育における「いのち」の教育を学んだ後に、同じく学生の皆さん対象にアンケート調査
を実施致したく、ご協力をよろしくお願い致します。
調査内容については、無記名でお答え頂きますので、皆さんの個人の名前が出ることはありません。
また、授業の前と後で、皆さんの考え方が何らかの形で変化したのか把握させて頂きたいと思いますので、率直にお答え
頂ければ幸いです。また、この調査票についてご質問がございましたら、下記までご連絡ください。
平成26年月 関西学院大学教授 髙内正子
連絡先 西宮市岡田山
−54
関西学院大学 西宮聖和キャンパス内
電話 0798-52-4385（髙内研究室直通）
メールアドレス：bai00509@kwansei.ac.jp
以下の質問に、最も近いものに○をして下さい。質問により（ ）内のようにお考え下さい。
回答：（Ａ） いつもそう考えている 100％近く 多いにあった
（Ｂ） だいたいそう考えている 75％程度 少しあった
（Ｃ） どちらともいえない
（Ｄ） ほとんどそう考えない 25％程度 あまりなかった
（Ｅ） 全くそう考えない 0％近く 全くなかった
	．これまでにペットの死や身近な人の死を経験したことはありますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
．質問	で、ＡまたはＢと回答された方はどなたかもしくはペットの種類について、及びその死を経験された時期につい
て、できるだけ詳しく教えて下さい。
時期：①小学校以前 ②小学校低学年 ③小学校高学年 ④中学校 ⑤高校 ⑥大学 ⑦現在 ［ ］
どなたかもしくはペットの種類［ ］
．今回の授業後に「いのち」の教育についての考え方に変化はありましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
 質問で、ＡまたはＢと回答された方は、どのように変化しましたか。できるだけ詳しく教えて下さい。
［ ］
．今、あるあなた自身の姿について、ご両親に対する感謝の気持に変化は生じましたか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
．その理由について、できるだけ詳しく教えて下さい。［ ］

．あなたは、これまでに「いのちの教育」を受けたことはありますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
．質問
で、ＡまたはＢと回答された方は、いつ頃、どなたに、どのような形で受けられましたか、詳しく教えて下さい。
いつ頃：①小学校前 ②小学校低学年 ③小学校高学年 ④中学校 ⑤高校 ⑥大学 ⑦最近 ［ ］
どなたに：①教師 ②両親 ③兄弟 地域の大人 ⑤その他（具体的に ）
どのような形で：①授業中 ②家族団らんの時 ③何らかの話し合いの時 ④その他（具体的に ）
［ ］
．あなたは子ども達の生きる力の基となるのは何だと思いますか。（複数回答可）
Ａ：家族の愛情
Ｂ：教員との信頼関係
Ｃ：学びが楽しいと感じること
Ｄ：その子ども自身の性格や心の健康
Ｅ：その子どもの人間関係
Ｆ：その他（具体的に ）
10．あなたは自分なりのストレスの発散の方法を心得ていますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
11．質問10で、ＡまたはＢと回答された方は、具体的にどのようなことをしていますか。できるだけ詳しく教えて下さい。
［ ］
12．あなたは乳・幼児期から子どもたちに「いのち」の教育が必要だと思いますか。 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
13．その理由はどのようなことですか。できるだけ詳しく教えて下さい。
［ ］
ご協力頂き、大変有り難うございました。

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